




≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※大和証券のコメントを基に、大和アセットマネジメントが作成したものです。

　

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

【運用コメント】
現地通貨ベースの投資適格社債の価格は、市場金利の上昇を受け下落しました。一方で、より高い利回りを

求める投資家の需要の高まりなどから投資適格社債のクレジット・スプレッド（国債に対する利回りの上乗せ
幅）は縮小しました。
為替市場では、英ポンドに対して円高となりましたが、米ドルやカナダ・ドル、ユーロに対して円安となり、

基準価額にプラスに寄与しました。
当ファンドが保有するETF（現地通貨ベース）については、期間の短い社債を組み入れたETFに比べ、比較的

期間の長い社債を組み入れたETFの下落が顕著となりました。
ETFの組入比率は高位を維持しました。

【今後の運用方針】
ETFの組入比率は高位を維持します。
各ETFの投資効率分析などを踏まえ、効率的なETFへの配分を目指します。
ポートフォリオ全体のリスクを注視し、信託財産の成長を目指します。

【市況概況】
9月の債券市場では、先進国国債で構成される代表的指数のブルームバーグ・バークレイズ・アグリゲート

国債指数（米ドル建て）は下落しました。また、投資適格社債で構成される代表的指数のブルームバーグ・
バークレイズ・アグリゲート投資適格社債指数（米ドル建て）も下落しましたが、国債指数に比べ下落は抑え
られました。
米国債券市場では、月後半までは一進一退の推移となりましたが、FOMC（米国連邦公開市場委員会）で年内

の量的緩和縮小の開始が示唆されたことに加え、FOMC参加者が予想する利上げ開始時期が2023年から2022年に
前倒しされたことを受け、月末にかけて市場金利は上昇しました。
欧州債券市場では、経済活動の再開による景況感の改善やインフレ率の上昇を受け、市場金利は上昇傾向が

続きました。月末にかけては、FOMCの結果を受け市場金利は一段と上昇しました。また、英国債券市場では
BOE（イングランド銀行）による利上げ開始時期が前倒しされるとの見方が広がり市場金利を押し上げました。
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